して 英米 独仏 人 だそう である。 中に も 米国人 は、 例の 

珍ら しい もの 好きから 「能」 に 接近す る 傾向が あるが、 

同じ アン グロ • サ クソン 人種で も 英国人の はそんな 単 

純な 意味の 研究で はない らしい。 何とかい う 詩人 (ィ 

ェ ー ッと 記憶す る) は 真正面から 「能」 を 研究して 批 

判して いるし、 ゴ ー ルドン. クレイグ という 劇通 は裡 

面から 英国の 劇壇の 新 傾向 を 解剖して 「劇の 窮極の 形 

の 一 つに 仮面 舞踊劇が 存在す る」 というと ころから、 

日本の 「能」 の 芸術的 存在 価値 を 裏書きして いると 聞 

いた。 又 今から 百年ば かり 前に 死んだ 仮面劇の 作者 

(名前 は 忘却) の 墓石に 刻み付けられた 楽譜よう の も 



ろつ ぺ いた 

右に 就いて 私の 師匠で ある 喜 多 六 平 太 氏 は、 筆者に 

コ ンナ話 をした 事が ある。 

「熊 (漢音 ゆう) の 一 種で 能 (のう) という 獣が 居る 

そうです。 この 獣はソ ックリ 熊の 形で ありながら、 四 

ッの 手足が 無い。 だから 能の 字の 下に 列 火が 無い ので 

あるが、 その 癖に 物の 真似が トテモ 上手で 世界中に 有 

と あらゆる ものの 真似 を するとい うのです。 『能』 と 

いう もの は 人間が 形に あらわして する 物真似の 無調法 

さや 見っともな さ を 出来るだけ 避けて、 その 心の キレ 

ィ さと 品よ さで、 すべて を 現わそう とする もので、 そ 

の 能と いう 獣の 行き方と、 おんな じ 行き方 だとい うの 



ると 同時に、 真似でなくて 直接に その物 (月なら 月、 

風なら 風) を そのままに 現わす 舞い 方が 又、 非常に 沢 

山 あるの を 考え 合わせる と、 その 原始的な 物真似から 

蟬 脱して 来た 表現の 進化が、 如何に 甚 しいかが わかる。 

脚 本 

能と しての 作曲の 型が 出来る と 同時に、 その 型に 当 

はま 

て 嵌った 脚本が 沢山に 出来たら しい。 現在 伝わって い 

る 曲の 名前 だけで も 千 何百と か いう 位で ある。 

しかし、 そんな 作者、 もしくは 脚色 家 は、 極めて 少 



れて 笛ば かりで 舞台 気 分 を 作る 時 は、 音階 音 の 中間 音 

を 取り 交ぜた、 独得の リズム を 以て 舞の テム ポに 調和 

させつつ、 三種の 打 音楽 をリ— ド して 行く ので、 これ 

とても 科学的に 的確な 説明 は 出来ない と考えられる。 

唯、 芸術的、 もしくは 批判的な 説明で 辛うじて 理解 さ 

れ はしまい かと 考えられる 位 だから、 矢張り ここに は 

略す る 事に しょう。 

これ を 要するに、 謡に 合わせて 演奏す る 伴奏 楽器 は 

一 つも 無い 事になる ので あるが、 これ は 謡と いう もの 

の 間 拍子 や 節 扱いが、 極めて 自由に、 非論理的に、 も 

しく は 非科学的に 出来て いて (芸術的に は 極度に 厳密 



である。 だから 合唱が 出来る) 雑音 を 到る 処に 用いた 

り、 調子 を 勝手に 変改したり (たとえば A 調から B 調 

へ) する 場合が 非常に 多い ので、 これと 合奏す る 事 は 

絶対に 不可能 だからで ある。 一 面から 見れば 音階 音で 

以て 声楽と 合わせる 伴奏 楽器 は 舞台 表現 上 極めて 低級 

な 役割りし かつと め 得ない …… 同時に 能の 楽器 は 現在 

の 四 種類 以上に 増加す る 必要 は 絶対にな い という 事が、 

能 を 見る たんびに 直感され る。 

仮 面 



等い う もの は 絶無で、 ひたすらに 舞い 手 (主として 主 

演者) の 表現力に よって、 実物 以上に 深刻に 美しく 印 

象 させられて 行く ばかりで ある。 

一方から 見れば、 昔 沢山に あった 大道具、 小道具 は、 

次第に 舞い 手と 謡い 手と 囉し 手の 表現 能力 (即ち 仮面 

と 装束の 超自然的に 偉大な 表現力) の 中に 取り入れら 

れて 消滅して しまった …… という 事が 出来る。 

出演者 

ここに 云う 出演者 は 地謡い (合唱隊) と囉 方と 後見 



く 描き 表わされ るので、 受ける 感じの 美く しさ も 亦 幾 

層 倍す るので ある。 すなわち 現実に 何 万人 を 並べた 感 

じ は、 見物に 客観的な 事 実感 を 与える だけの 力し かな 

おもて 

いが、 それが 舞い 手 …… 殊に 仮面の 舞台効果 ( 面の こ 

うした 不可思議な 且つ 偉大な 表現力が どこから 生れて 

来る か …… という 事 は 後に 述べる) によって 描き あら 

わされる と、 それだけの 人間が 居る 気分、 もしくは 情 

緒 だけが 観客に 受け取られる ばかりで、 そんな 夥しい 

実在 物の 息苦しい、 重々 しい、 且つ 間の 抜けた 感じ は 

絶対に 受けない 事になる ので ある。 

現在の 能で 最も 出演者の 多 いのは 十四 五名で あるが、 



これ は 特別で、 普通 は 五六 名 以下で ある。 その 中で 見 

た 眼に 感銘が 深く、 演る方 も 気が 乗って 緊張した 舞台 

面 を 作り 得る の は 二人 切りの もので、 曲 そのもの もよ 

く 出来て いるの が 多い し、 曲の 数 も亦些 くない。 

その 出演者 は、 主演者 一人 (シテ )、 主演者 補助 一 人 

又は 数人 (シ テツ レ)、 子役 一 人 もしくは 数名 (コガ タ)、 

助演者 一 人 (ヮキ )、 助演者 補助 一 人 又は 数名 (ヮ キッ 

レ) の 五 種類で、 大別す ると 主演者の 一 団 (シテ 方) 

と 助演者の 一 団 (ヮキ 方) となる。 二人 切りの 能 は 主 

演者と 助演者と 一 一人 だけで ある。 

能の 曲目の 大部分 は 主演者 一 人 を 舞わせる の を 主眼 



能 を 見る と、 前述の 舞い 手、 謡い 手、 囉 方の ほかに、 

謡い 手と 同じ 礼装 をした 人間が 一人 もしくは 二人、 舞 

台の 後方に 座って いる。 これ は 後見 (コゥ ケン) とい 

う もので、 二人 居る 場合に は、 向って 左側に 居る のが 

舞台監督、 右側に 居る のが その 補助 者で ある。 

監督 は その 能の 一 曲の 初めから 終る までの 舞台 面に 

対して 一 切の 責任 を 持って いる。 

譬えば 出演 中の 主演者と か、 その他の 登場 者と かに 



ベる。 囉 子の リズム をリ— ド する 責任者 は 普通 太鼓で、 

太鼓が 出る と、 太鼓が リ— ド 役になる。 そうして 囉方 

は 一 団 となって 地謡い (合唱隊) や 主演者、 助演者の 

謡 もしくは 笛の リズムに くっ付いて 行く。 

合唱の 責任者 は 中央 (二列の 場合 は 後方の 中央 …… 

二列 以上の 場合 はない) の 一人で、 合唱 全部 をリ— ド 

しつつ、 舞い 手 (主演、 助演の 各 役) の 舞いぶ り や 謡 

いぶりに リ— ド されつつ 調和し 変化して 行く。 

舞い 手 は 自分の 仮面と 装束と によって 全局の リズム 

を 支配しつつ、 背後の 監督に 対して 責任 を 負いつつ 舞 

う。 = 註に 曰く = これ は 私 だけの 考え かも 知れない。 



うして 一生の 中に A、 B、 c、 D、 E …… という 屈に 

色々 の 標題の 彫刻 を 作って 死ぬ。 

そうすると その後 を嗣 いだ 弟子の ビ— タは、 師 たり、 

先輩た る アルファの 残した 作品 を 観賞 研究し、 更に 今 

一 歩 進んだ 芸術的 心境 を 盛り込んだ L、 M、 N、 o、 

p、 Q …… という 数百 千の 彫刻 を 作って 死ぬ。 その 次 

の ガム マ も 亦 同様の 仕事 を 繰返して 死ぬ …… という 順 

序で、 人類 世界に 存在す る 彫刻 作品の 数 は 殖える ばか 

リ。 すなわち、 その 芸術が 進歩 向上して 行く に 連れて、 

新しい 作品が 無限に 数 を 増して 行く …… という …… こ 

れが 芸術の 進化の 一 方法で、 現在地 球の 表面上に 於け 



る 大部分の 芸術 はこの 方法に よって 進化 向上し つ つ あ 

るよう である。 

然るに 今一 つの 進化の 仕方 はこれ と 正反対で、 進歩 

すると 共に 減つ て 行く という 行き方で ある。 

すなわち、 第一 代の 彫刻家 A が 作った 甲乙丙丁 以下 

数百 千の 彫刻 を 第二 代の B が 鑑賞し 批判しつつ、 毎日 

毎日 精魂 を 凝らして 眺めて いるう ちに、 どうも 気に入 

らぬ処 が 出来て 来る。 あそこ を 削ったら …… 又は、 あ 

そこ を 今少し 高めたら …… とか 思うよう になる。 そん 

な処を 甲乙丙丁の 一 つ 一 つに 就いて、 慎重に 研究して 

は 直し、 直して は 研究しつつ、 一生 を 終る。 その あと 



を 第三 代の C が 引き受けて、 やはり 同じ 仕事 を 繰り返 

しつつ、 その 彫刻の 価値 を 益々 向上 させて 死ぬ。 一方 

に、 B も C も 手 を 入れる 気にならぬ ような、 つまらな 

いもの は、 そのままに 残って、 第 四 代の D に 渡る。 

こうして 代 を 重ねて 行く うちに、 第一 代の A が 作つ 

た 数千の 彫刻の 中で、 芸術的 価値の 高い もの は 益々 手 

を 入れられて よくなる し、 手 を 入れる 張 合いの ない よ 

うな もの は、 いつまでも 放ったらかされて、 忘れられ 

てし まう。 遂に は 廃棄 せられて、 毀れ てし まう。 すな 

わち 現世に 存在す る 彫刻の 数が 減って 行く ので あるが、 

そんな 事 は、 些 しも 気に かけられずに 益々 よい もの を 



ると、 まだ 足りない 処ゃ 余計な 処が あるの が 発見され 

る。 全体から 見て はいい けれども 焦点が ハツ キリし な 

い …… 重点の 置き 処が ズレ ている。 …… 出来過ぎた 処 

が ある …… ダレた 処が ある …… ああで もない、 こうで 

たび ごと 

もい けない …… と 演出され る 度 毎に 洗練され、 煎じ 詰 

めら れて 来る。 

こうして 洗練され て 来る うちに、 洗練し 甲斐の ない 

事が 判明して 来た 曲目 は 一 つ 一 つに 棄 てられて 行く。 

すなわち どこか 喰い 足りない ために 見物が 見たがら な 

いし、 役者の 方 も 張り合いがない という わけで、 次第 

に 演ずる せ K 合いが 些く なって 行く。 それでも 暫く は 



能 を 職分と する 者が 世襲 制度 を 執る の は 自然の 傾向 か 

も 知れぬ。 しかし、 能楽が 家元 制度の 下に 発達した に 

就いては 別に モット 深い、 万 止む を 得ない 理由が ある。 

能楽の 主演者の 家元に 五つの 流派が ある。 金 春、 金 

剛、 観 世、 宝生、 喜 多 (発生の 年代順) がそれ である。 

金 春の 流 風 は 古雅な プリ ミチ ブな 技巧 を 多く 含んだ 

流儀 で 、 極く 昔 の 能楽の 姿 や 精神 を 見る に はこの 流儀 

の 演出 を 見る が いいよう である。 

金剛 流 は 金 春 を 今些し 世俗 向きに したよう な もので、 

写実的 要素 ゃキ ヮドィ 変化の 手法 を 多く 取り入れられ 

て いるよう である。 



うか。 その 流儀の 主張 は 謹厳 剛直に 在る らしく、 殊に 

うた L- 力た 

その 謡 方 にそうした 特徴が あらわれ ている。 

観 世 は 円満 華麗と いう 能の 肉 付 を 尊重し、 宝生 は 謹 

厳 剛直と いう 能の 骨格 を 見せて いると 評しよう か。 観 

世の 下手が ィャ 味に なり、 宝生の 下手が 滑稽 味に 陥リ 

易い の を 見ても 二流の 主張の 相違が わかる。 いずれに 

しても 一 一 者 共に その 流 風 は 完成され たものと な つてい 

て、 その 主張が 一般の 能楽 同好者に よく 理解され る。 

現在 ポピ ュ ラ ー な 流儀と して この 一 一流が 動かす ベ から 

ざる 根柢 を 張って いるの は 当然で ある。 

喜 多 流 は 最も 新しく 起った ものである。 その 主張 は 



が、 なる ベ く 不平の 起らぬ ようにして やらねば ならぬ。 

そうした 地盤の 事 や 何 かで 弟子 仲間に-紛擾が 起れば、 

無論 家元が 裁判せ ねばならぬ。 

又、 家元 は 各地 方に 散在す る 教授と か 師範と かいう 

ものの 芸道 を 取り締り、 且つ 指導せ ねばなら ぬので、 

これ を 怠る とその 流儀の 衰亡 を 招く わけになる。 同時 

に、 その 師範 や 教授、 又は 内弟子が 教えて いる 素人 弟 

子の 免状 を 発行して その 料金 を 取る。 教えて いる 師範 

や 教授の 免状 も 同様で ある。 

又 家元 は自 流の 舞台で 毎月、 又は 年に 何回の 能 を 催 

し 入場料 を 取る。 又、 自 流の 名 を 冠した 会 を 起し、 会 



の 極めて 面倒な 交渉の 最後の 決定権 を 握る ほかに、 流 

儀 内の 素人、 玄人 を 通じて 来る 芸道 上の 質問 その他に 

就いて 最後の 断定 を 与え、 流儀の 向上 普及、 堕落 防止 

に 努め、 傍ら 装束、 仮面 等 を 手入れ 新調しつつ、 能楽 

の 向上 研 成 を 期せねば ならぬ。 

こう 説明して 来る と 家元と いう もの は なかなか 大変 

な もので、 生やさし い 人物が なれる もので ない。 最高 

級の 芸術家と、 政治家と、 興行 家と を 兼ねた ような 仕 

事が、 実際 上 一 人で 兼ねられる もの か 知らん と 思う 人 

も あるら しいが、 実際 上出来ても 出来なくても、 能楽 

の 家元と な つた 以上そう しなければ ならぬ 理由が ある _ 



ぬが …… 。 だから、 その 流儀の 勢力 拡張の ためば かり 

でな く、 その 流儀の 保存の ために、 家元の 世襲 制度が 

必要と なって 来る。 

家元の 世襲 制度 

家元の 世襲 制度に は 実子 後継と 養子 後継と 二種 類 あ 

る。 実子 後継の 方 は、 どうに も 工合が わるい らしい。 

どんな 名人で も 実子が 自分の 天分 を 受け継いで いると 

は 限らない。 受け継いで いるよう に 見えても 実は 単に、 

見 S れ 聞き S れ、 見よう 見 真似に 過ぎなかった りする。 



能 は 前に も 述べた ように、 代々 の 名人 上手に よって 

洗練に 洗練 を 重ねられて 来た 型 (舞、 謡、 囉 子等の 全 

部 を 含む) に 自己 を 当てはめて、 更に ソレを 洗練に 洗 

練した 型 を 残す …… という 方法で、 代 を 重ねて 向上し 

て 来た もので、 能と は 要するに、 人間の 表現 慾の 極致、 

芸術的 良心の 精髄 を、 色に も 型に も 残らぬ 型と いう も 

のによ つて 伝えて 行く ものである。 だから、 その 型 を 

理解し 得ない もの は、 その 型 は 舞えない 事に なって お 

リ、 その 一節、 その 一 クサ リと 全曲との 関係 を 味い 得 

ない ものに は、 その 曲 は 謡えず 囉 せない 事に なって い 

る (最も 厳正な 意味から 云って)。 



たとえば 邯鄲 という 曲に 於て、 主演者の 盧生 という 

人物が、 能 を 終って 引つ こみが けに、 自分の 持って い 

うちわ 

た 団扇 を、 舞台に 置き忘れた まま 幕に 入る 型が ある (通 

常 は 持って 引っ込む)。 これ は 昔 或る 名人が、 本当に 

人生 を 達観した 盧 生の 気持ちに なって いたた めに、 本 

当に 置き忘れて 引っ込ん だので、 今以て、 いい 型と し 

て 残って いるが、 サテ 誰も この 型 を 再び やる 者が 居な 

い。 何と なれば、 忘れよう として 忘れた の は 本当に 忘 

れ たので はない。 真実の 型と は 云えない から 誰 一人と 

して 演る ものが 居ない。 或は この 型が 残ったた めに、 

後世に 於ても 永久に この 型 を やる 者が 無くなる かも 知 



れぬ。 

能の 型 は、 それ 程に 神聖な もので、 その 境地に 本当 

に 這 入った 者で なければ、 その 型の 精神 はわから ない。 

その 演者の 個性が そこまで 洗練され、 その 人間の 芸術 

的 良心が、 そこまで 高潮され なければ、 絶対に 体得 出 

来な い のが 能の 型で あると いう 事が 断言 出来る。 ザ J の 

意味から、 或る 一流の 家元と なった 名人 は、 色々 な 深 

刻な、 高潮した 型 を 残して、 後世に 伝えよう とする。 

しかし 生やさし い 者に は 伝えられない。 

こうなる と 吾 児の 幸福 なぞ は 問題で ない。 吾 児 以外 

の 誰でもい い。 若い、 頭の ある、 見込みの ある 者を自 



でない もの はない ので ある。 能の 隅々 まで も 行き渡つ 

ている、 云い 知れぬ 「ァ リガ タザ」 や 「ョ サ」 はかく 

して 生み出され、 伝えられ たものに 外なら ない ので あ 

る。 

後に 生れた 者 は 素人 も 玄人 も 共に、 そんな 古人の 苦 

心をソ ックリ そのまま 無代 価で 頂戴して いる。 その 

r ョサ」 や 「ァ リガ タサ」 を 学ぶ だけの 苦労で、 これ を 

楽しみ、 これによ つて 衣食す る 事が 出来る ので ある。 

よしや 古人の 苦心 なぞ 理解し 得ず とも、 習った 通りに 

演じて おりさえ すれば、 トニ モカ クニ モ おまん まが 

喰って 行ける ので ある。 



写実、 又は 印象派、 未来派、 感覚 派な ぞいう、 あら ゆ 

る 芸術 表現の 行き方 を、 それと 名 は 知らない ままに 

色々 と 試みて は 行き詰まり、 行き詰まって は 又 新しく 

試みる。 他流の やり方 を 採り 入れたり、 打ち 毀したり 

して 悶え、 迷妄し、 鍛練す る。 その 苦しみが 如何に 悽 

愴 たる ものが あるか は 門外漢の 想像し 得る ところでな 
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こうして 苦しむ 間が 大抵、 十五 六 歳から 二十 四 五 歳 

ぐらい 迄の 間で はない かと 思われる。 無論 能の 研究 は 

一代が かり どころではない。 今日の 能と 雖も、 まだ 

甚 しい 未成品に 相違ない ので、 行き止まり は 絶対にな 



いので あるが、 ここに 云う の は 天才児が 能 I 芸術、 人 

生 I 霊と いう ものに 根本的に 疑い をいだ き、 結局、 本 

当に 能の 精神 を 理解して、 自己の 本来の 面目に ド カン 

とブッ カリ 得る 時期 を 云う ので、 しかも、 それ は 一般 

の 少年少女が 「世界 苦」 を 懐いて 憂悶、 焦慮す る 時期 

と 一致して いる 害と 思われる から、 斯く 推定す るので 

ある。 

いずれにしても その 第二 代の 養子 はかくして、 第一 

代の 家元が タッタ 一 人で 相手な しに 研究し 向上して 来 

た 境域にまで、 比較的 若い うちに 達する 事が 出来る。 

それ は 勿論 その 養父た る 家元の 鞭撻 指導の 御蔭に 相違 



情 も 成さぬ もので、 その 原則の 無味 単調 さ、 到底 西洋 

音楽の 比で はない。 表情 や、 模倣の 変化が 自由 勝手に、 

無量 無辺に 許されて いるものと は 比べ ものに ならない 

くらい、 一律 簡単に 定型 的され ている。 

謡の 文句 も 似た ような ものが 多い が、 節に 到って は 

類型の 多い 事呆 るるば かりで、 少数の 例 を 除いて は 各 

曲 共に 二三 十の 同型の 節で 満たされて いると 云って い 
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舞の 型 も 同様で ある。 舞 手の 歩く 道す じ は 十中八九 

まで 舞台 上の 同じ 線路で、 その 手ぶ り も 亦 十中八九 同 

じ 定型で ある。 装束、 仮面 等 も 同様で、 大体に 於て 似 



ろへ 引いても との 直立不動の 姿勢に 還る …… という 極 

めて 簡単な 舞の 手が あると する。 そうして その 前半の 

進み出る 方 を シカケ と 名付け、 後半 を ヒラキ と 名付け 

ると する。 

この シカ ケ、 開きと いう 舞の 手 は、 舞曲 中の 到る 処 

に、 繰り返して 出て 来る 定型で あるが、 この 定型が あ 

ら わす 意味 は 不可思議な ほど 沢山に ある (厳密な 言葉 

で 云う と 無限に ぁリ 得る ので、 他の 定型 も 同様と 考え 

られ る)。 或る時 は、 自分が こうこうな 性格の 者で あ 

る …… という 意味 を 表現し、 或る時 はこ こ はこうこう 

な処 である …… と 描写して 直感的に 観客 を 首肯させる _ 



又は …… これから 舞い はじめる …… とか …… これから 

狂う …… とか …… これが 私の 誇りで ある …… 境界で あ 

る …… 悲しみで ある …… 喜びで ある …… とか …… ここ 

が 大切な 処 である …… とか …… これから 曲の 気分が か 

わる …… とか …… これで 一 段落で ある …… とかいう 心 

を 如実に 見せ、 又は 山川 草木、 日月 星辰、 四時 花鳥の 

環境 や、 その 変化 推移 を さながらに 抽象して 観客の 主 

観と 共鳴させる なぞ、 その 変化 応用 は 到底 筆舌の 及ぶ 

範囲で ない。 

謡の 節 も 同様で ある。 

たとえば シ オリと 云 つ て その 人の 最高潮の 音調 を K 



…… 「俺 は 強い ぞ」 とか 「サァ 来い」 とかいう 心で 腕 

を 張る 型と …… それ 等の 型の すべ て は 前に 述べた シカ 

ケ、 ヒラキ の 型の 一手によ つて あらわされ 得る と 同時 

に、 それが 最も 緊張した、 姿態 美の 精髄 を あらわす 舞 

台 表現 だとい う 事が、 洗練の 結果 わかって 来る。 同時 

に裡 面から 考える と、 この シカ ケ、 ヒラキ が、 そうし 

た 色々 の 表現 を 煎じ詰めた 最高の 表現と いう 事が 理解 

される 事になる ので、 ここに r シ カケ、 開き」 という 

定型が 生れ 出る 事になる。 

ところで 斯様に して 「シ カケ、 ヒ ラキ」 という 定型 

が 生れ 出る と、 その 応用の 範囲が 又、 頗る 広い ことが 



わかる。 

たとえば 「俺 は 鬼で ある」 という 心 を 表わす のに、 

昔 は 両手 を 額の 上に 持って来て 恐ろしい 顔 をして 見せ 

たか も 知れぬ。 しかし、 それ は 鬼の 形 を 真似した に 止 

まる もので、 「俺 は 鬼 だぞ」 という 充実した 心持ち は あ 

むし 

ら わされ 得ない。 寧ろ、 すこし 前に 進み出て 右手 を 心 

持 前にし、 静かに 退いて、 もとの 姿勢に 復る 方が 「自 

分 は 鬼」 という 心 持の 表現に 合致して いる。 事実、 演 

者が その 心 持で シカケ て ヒラク と、 観 者 は 主観的に 演 

しま かか 

者 を 鬼と 感じて 終う ので 扮 装の 有無に は 拘わらない。 

たと い 

扮 装して いれば 尚 鬼で ある。 これに 反して K 令、 鬼の 



自由自在に、 且つ 切実に、 深刻に あらわれる。 すな わ 

ち 声の 定型の 妙味 は、 舞の 定型の 妙味と 少しも 違わな 
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不自然、 不調和、 不合理の 美 

以上 は 能の 舞、 謡、 囉 子に 定型 的な …… 無意味な も 

のが 何故に 多い か。 それが 何故 模倣、 写実の 千差万別 

的な 表現よりも 変化が 多い か。 直説法 式に 深刻な 舞台 

効果 を あらわす か。 演者と 観 者の 主観 を 一 如の 美し さ 

に 結び付け るかと いう 理由の 一 端 を、 辛うじて 説明し 



きさよ-つ 

これ は 私が 好んで する 奇矯な 論法で はない。 

「能」 は 如何なる 方向から でも 玩味、 批判され 得る 一 

個の 人格 だから …… 。 

「能」 は アトムから 人間にまで 進化して 来て、 更に 又 

もとの アトムにまで 洗練、 純化され つつ ある 綜合 芸術 

だから …… 。 

定型の 根 本義 

舞い、 謡い、 囉す という 事 は 人間 最高の 仕事で ある。 

人間 文化が 次第に 向上して、 一 切の 言葉が 純化され 
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